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助
成
対
象
に
加
え
助
成
額
も
増

額
し
、
対
象
と
な
る
介
護
用
品

も
拡
大
す
る
な
ど
、
今
後
も
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通

し
て
、
村
民
の
健
康
維
持
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
安
心
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
健
康
寿

命
の
延
伸
に
結
び
つ
け
ま
す
。

「
産
業
振
興
事
業
」

　
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
が
五

周
年
に
な
り
、
今
後
も
村
内
で

生
産
し
た
安
全
・
安
心
な
農
産

物
の
販
売
や
地
元
産
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
し
、
地
産

地
消
と
六
次
産
業
化
を
推
奨

し
、農
業
振
興
、観
光
振
興
な
ど

を
進
め
、
村
民
の
所
得
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
最
適
土
地
利

用
総
合
対
策
を
活
用
し
、
地
域

ぐ
る
み
の
話
し
合
い
に
よ
る
最

適
な
土
地
利
用
構
想
の
策
定
を

進
め
、
各
地
区
の
特
色

を
活
か
し
た
生
坂
ス
タ

イ
ル
の
営
農
パ
タ
ー
ン

を
構
築
し
、
引
き
続
き

プ
レ
ミ
ア
ム
率
五
〇
％

の
「
い
く
さ
か
マ
ル
得

商
品
券
」
の
発
行
に
よ

り
、
村
民
生
活
の
一
助

と
地
域
経
済
を
支
え
、

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る  

生
坂
生
坂

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

令
和
六
年
度
の
当
初
の
挨
拶

令
和
六
年
度
の
当
初
の
挨
拶

生
坂
村
長

　藤
澤

生
坂
村
長

　藤
澤  

泰
彦
泰
彦

安
定
に
取
り
組
み
、
安
全
で
安

心
な
生
活
の
確
保
と
地
区・村
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

重
視
し
て
村
民
主
役
の
村
政
運

営
を
心
が
け
、
山
紫
水
明
の
豊

か
な
自
然
、
先
人
が
築
き
上
げ

て
き
た
伝
統
文
化
を
守
り
育
て

る
た
め
、
引
き
続
き
協
働
に
よ

る
村
づ
く
り
を
進
め
、
第
六
次

総
合
計
画
の
将
来
の
姿
「
確
か

な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ
　

明
る
く
　
健
や
か
に
生
き
る

村
」に
向
か
う
た
め
、今
後
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
当
初
に
当
た

り
、
重
点
事
業
の
新
た
な
取
組

な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
事
業
」

　
今
年
度
か
ら
「
生
坂
村
一
貫

教
育
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、施

設
分
離
型
の
小
中
一
貫
型
教
育

が
始
ま
り
、
保
育
園
、
小
・
中
学

校
、児
童
館
と
保
護
者
、職
員
の

連
絡
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
業
務
の
省
力
化
と
保
護
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

「
Ｃ
ｏ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
を
導
入
し
、

保
育
園
で
は
、
交
流
室
に
洗
面

台
等
の
整
備
と
保
育
士
の
増
員

に
よ
る
保
育
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
児
童
館
、
小
・
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
を
新
設
し
、
小

学
校
に
学
級
支
援
員
の
増
員
、

中
学
校
の
特
別
支
援
教
室
の
改

修
工
事
な
ど
を
行
い
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
達
に
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
整
備
し
、「
生
坂
村
こ

ど
も
計
画
」な
ど
を
策
定
し
、こ

ど
も
真
ん
中
社
会
の
実
現
に
向

け
総
合
的
な
子
ど
も
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

　
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
制
度
を
新
設
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

同
様
に
千
円
で
接
種
で
き
、
福

祉
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
休
日

の
タ
ク
シ
ー
利
用
に
対
し
、
料

金
半
額
の
助
成
も
始
め
、
第
九

期
介
護
保
険
計
画
の
ス
タ
ー
ト

に
よ
り
保
険
料
の
基
準
額
を
四

百
円
引
き
下
げ
、
介
護
用
品
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

「
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
」

は
、引
き
続
き
要
介
護
一
・
二
も

農
業
・
商
工
業
の
振
興
、六
次
産

業
化
な
ど
に
よ
る
経
済
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

　
申
請
書
に
記
入
せ
ず
住
民
票

等
各
種
証
明
書
の
発
行
手
続
き

が
で
き
る「
書
か
な
い
窓
口
」に

よ
り
村
民
の
利
便
性
向
上
を
進

め
、省
エ
ネ
機
器
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
の
補
助

制
度
の
開
始
、
村
内
の
太
陽
光

発
電
設
備
と
蓄
電
池
の
整
備
な

ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

の
た
め
の
各
種
事
業
を
本
格
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、村
民

の
生
活
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、防
災
士
の

養
成
、村
民
へ
の
防
災
情
報
等
の

伝
達
手
段
で
あ
る
防
災
行
政
無

線
設
備
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
の

改
修
工
事
に
よ
り
通
信
環
境
の
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歳 出

前年度
歳 出

前年度
歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

商工費 3,797
その他 230

端数整理のため、計数が整合しない場合があります。

（単位：万円）（単位：万円）

前年度対比55.3％増

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 313,700 100.0%

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】

総 務 費
（ 総 務 管 理 費 ）
（住民基本台帳費）
民 生 費
（ 社 会 福 祉 費 ）
（ 児 童 福 祉 費 ）
（就労センター運営費）
衛 生 費
（ 水 道 費 ）
（ 保 健 衛 生 費 ）
（ 清 掃 費 ）
（地域脱炭素化事業費）
公 債 費
農林水産業費
（ 農 業 費 ）
教 育 費
土 木 費
（ 道 路 橋 梁 費 ）
消 防 費
議 会 費
商 工 費
そ の 他

67,300
（62,716）
（2,262）
43,482
（27,723）
（14,121）
（1,639）
103,098
（15,038）
（5,442）
（2,999）
（79,619）
28,488
24,558
（21,979）
19,101
11,322
（8,015）
7,345
4,677
4,099
230

21.5%
（20.0%）
（0.7%）
13.9%
（8.8%）
（4.5%）
（0.5%）
32.9%
（4.8%）
（1.7%）
（1.0%）
（25.4%）
9.1%
7.8%
（7.0%）
6.1%
3.6%
（2.6%）
2.3%
1.5%
1.3%
0.1%

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 313,700 100.0%

前年度予算額20億2,000万円

31億3,7０0万円31億3,7０0万円
令和6年度 村の一般会計当初予算

総務費
67,300

地方交付税
119,000

地方交付税
114,000

地方債
31,600

地方債
11,150

村税
14,418

村税 15,434

繰入金
23,250

県支出金 9,395

寄付金 6,500

国庫支出金
84,493

寄付金 8,000

その他 23,402

その他
25,044

繰入金 14,600

民生費
43,482

公債費
28,488

教育費 19,101

農林水産費
24,558

衛生費
103,098

総務費
47,665

民生費
40,406

衛生費
17,567

公債費
29,508

農林水産費
25,638

教育費 17,344

土木費 8,246

消防費 7,345
土木費 11,322

議会費 4,677
商工費 4,099 その他 230

消防費 6,948

議会費 4,652

県支出金 8,991

国庫支出金 6,423

地 方 交 付 税
地 方 債
村 税
（ 固 定 資 産 税 ）
（ 村 民 税 ）
（ 軽 自 動 車 税 ）
（ 村 た ば こ 税 ）
繰 入 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 付 金
使用料及び手数料
地方消費税交付金
財 産 収 入
地 方 譲 与 税
（自動車重量譲与税）
（地方揮発油譲与税）
（森林環境譲与税）
分担金及び負担金
繰 越 金
そ の 他

119,000
31,600
14,418
（8,136）
（5,196）
（894）
（193）
23,250
84,493
9,395
6,500
11,009
3,920
2,637
2,484
（1,680）
（520）
（284）
409
500
4,085

37.9%
10.1%
4.6%
（2.6%）
（1.7%）
（0.3%）
（0.1%）
7.4%
26.9%
3.0%
2.1%
3.5%
1.2%
0.8%
0.8%
（0.5%）
（0.2%）
（0.1%）
0.1%
0.2%
1.3%
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令和6年度 当初予算における重点事業令和6年度 当初予算における重点事業

事　業　名 事　業　内　容 事業費

福
祉
の
村
づ
く
り
事
業

社会福祉事業 福祉活動の推進に対する補助、福祉団体助成金及び社会福祉協議会の運営、特定疾
患の方への見舞金、骨髄バンクドナー助成事業、社会就労センター指定管理委託 2,692 万円

生活支援等サービス事業 生活支援等サービス事業、介護予防福祉用具レンタル・住宅改修助成、高齢者配食
サービス、在宅介護用品支給等 1,137 万円

福祉有償運送サービス事業 対象者の自宅と病院間の移送、介助や投薬の受け取り等、外出の利便性を図るため
の移送（日、祝日タクシー利用分を拡充） 816 万円

高齢者生活福祉センター運営 対象者が独立して生活する事に不安のある方に住居を提供するための管理運営 823 万円
敬老イベント事業 高齢者が一同に集い、長寿を祝う「敬老の日」の実施 158 万円

高齢者医療環境対策事業 高齢者宅へ医師が直接出向いて、訪問診察を実施、高齢者の保健事業と介護予防
の一体的事業、後期高齢者医療人間ドック助成金、高齢者緊急通報装置等設置事業 720 万円

保健衛生事業 新型コロナウイルスワクチン接種料の一部を公費負担、おたふく1回3,000円の
助成、帯状疱疹予防ワクチン接種料の2分の1の助成 377 万円

子 

育 

て 

支 

援 

事 

業

福祉医療・扶助 村単福祉医療費 242 万円

子ども・子育て支援事業
保育料負担軽減、保育体制の強化、保護者間連絡等のICT化、保育園ICT環境整備、
保育園環境整備（交流室水道設備設置ほか）、子育て支援、ファミリー・サポート・セン
ター事業、病後児保育事業、保小中給食の無償化、学生バス通学費の無償化等

8,182 万円

児童福祉事業 水道料軽減による生活支援、児童手当の拡充（R6.10から予定） 2,753 万円

保健衛生・扶助
結婚新生活支援事業、子育て支援犀龍小太郎助成事業、各種ワクチン接種助成、出
産祝金、出産費助成、妊産婦新生児助産師訪問、産後ケア事業、産婦健診事業、出産
子育て応援交付金、自殺対策事業、２歳未満の乳幼児に対するもえるごみ袋の交付

1,223 万円

学校教育
標津町交流事業、入学祝金、奨学金貸付、小学校学級支援員、学校図書館司書配
置、小中学校特別教室のエアコン設置、中学校特別支援教室の改修、ALT（外国語
指導助手）配置等

2,312 万円

社会教育事業 公民館各教室の運営、放課後子どもプラン推進事業、学習支援員、村図書館司書及
び児童支援員配置事業、ブックスタート事業、児童館エアコン設備設置 1,391 万円

学校給食事業 安心・安全な食育につながる補助、給食費無償化補助等 720 万円

産 

業 

振 

興 
事 
業

農業振興事業
人・農地プラン、農業再生協議会、新規就農総合支援事業、生坂農業未来づくり事
業、有害鳥獣対策、収入保険加入支援事業補助、農業用ハウス等設置補助、県営中
山間総合整備事業

2,888 万円

農業公社運営 農業公社運営等補助 3,797 万円

農用地活性化対策及び遊休農
地解消対策

中山間地域直接支払事業、多面的機能支払推進交付金事業 1,426 万円

里山整備事業 松くい虫対策事業、ライフライン等保全対策事業（道路の支障木伐採）、有害鳥獣対
策（防除機具設置補助、駆除委託、駆除報償、狩猟登録補助） 1,527 万円

商工業等振興事業 商工指導補助、いくさかマル得商品券補助、農業・商工業等後継者支援事業補助、赤
とんぼフェスティバル開催経費 3,318 万円

地
域
活
性
化
対
策
等
事
業

住環境 家庭生活排出ごみの処理、生活環境対策（生ごみ処理機設置事業補助、犬猫避妊去
勢手術補助） 2,781 万円

環境保護
脱炭素地域づくり推進事業太陽光発電システムや電気自動車などのゼロカーボン
推進設備の導入、一般家庭用省エネ機器・木質バイオマス利用暖房機器設置に対
する奨励補助金、民家、村内施設太陽光パネル、蓄電池整備事業の補助等

7億9,619 万円

定住促進対策
結婚祝金、結婚マッチングシステム登録補助金、空き家対策事業補助金、ＵＩＪターン
就業・創業移住支援事業補助、住宅等リフォーム補助、定住促進住宅用地取得（上生
坂区）

1,717 万円

防災・減災事業
防災訓練実施・区交付金、木造住宅耐震診断、耐震化工事補助、村道改良事業、急傾
斜地崩壊対策事業、感震ブレーカー設置補助、消防団員報酬、消防団応援商品券、
防災士の養成補助等

1億6,233 万円

安全・安心 
地域活性化

自転車用ヘルメット購入費補助、ふるさと納税業務、いくさか大好き隊・集落支援員
事業、区振興交付金、生坂村絆づくり支援金事業、特定地域づくり事業、CATV施設
設計共架等申請業務、山清路公園駐車場整備事業、村単道路維持補修工事等

1億7,987 万円

公営企業会計
（簡易水道事業会計）

村内送配水管布設替工事（５工区） 6,210 万円

※太字は新規事業等
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◆みんなのふるさと「いくさか」応援寄付の活用事業◆

　皆さんからいただきました「みんなのふるさといくさか応援寄付」は、希望使途を
もとに令和６年度は以下のとおり活用させていただきます。

ご寄付、大変ありがとうございました。

［単位：円］

令和6年度 特別会計の当初予算の状況令和6年度 特別会計の当初予算の状況

会計名 令和６年度 令和５年度 比    較 増減比率

村営バス特別会計 4,800万円 4,770万円 30万円 0.6

福祉センター特別会計 1億1,260万円 9,600万円 1,660万円 17.3

国民健康保険特別会計 2億5,130万円 2億4,950万円 180万円 0.7

介護保険特別会計 2億8,720万円 2億9,930万円 -1,210万円 △ 4.0

後期高齢者医療特別会計 3,420万円 3,120万円 300万円 9.6

特別会計合計 7億3,330万円 7億2,370万円 960万円 1.3

簡易水道事業会計 1億5,509万円 1億2,770万円 2,739万円 21.4

下水道事業会計 1億3,847万円 9,400万円 4,447万円 47.3

事業会計合計 2億9,356万円 2億2,170万円 7,186万円 32.4

総合計 10億2,686万円 9億4,540万円 8,146万円 8.6

活用事業 事業区分等 事業費
充当する基金
（寄付金）の額

活性化対策（絆づくり支援金事業、商
工会補助、農地管理補助等、赤とんぼ
フェスティバル、農業体験ツアー）

ふるさと「いくさか」の創生
都市との交流

48,765,000 14,100,000

福祉の村づくり（生活支援等サービス事
業、福祉有償運送サービス事業等）

福祉、教育の充実 125,909,000 10,000,000

子育て支援関係（保育所運営、学校給
食費無料化事業等関係、産み育む子育
て支援金、学校教育等）

福祉、教育の充実 107,047,000 4,000,000

環境対策関係（住環境、環境保護、観
光公園維持等）

自然や環境保全 27,676,000 1,900,000

30,000,000
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　小
中
学
校
関
係

●
小
学
校

　転

　出

校
　
長
　
宮
沢
　
芳
明

　
　
　
　（
大
町
東
小
学
校
へ
）

教
　
頭
　
召
田
　
和
美

　
　
　
　
　（
片
岡
小
学
校
へ
）

教
　
諭
　
鳥
海
　
康

　
　
　
　（
豊
科
南
小
学
校
へ
）

教
　
諭
　
河
野
　
寛

　
　
　
　（
豊
科
北
小
学
校
へ
）

教
　
諭
　
小
林
　
大
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
退
任
）

講
　
師
　
手
塚
　
稜
介

　
　
　
　
　
　
　（
新
規
採
用
）

栄
　
養
　
小
山
　
美
津
子

　
　
　
　
　（
麻
績
小
学
校
へ
）

事
　
務
　
金
井
　
大
温

　
　
　
　（
大
町
西
小
学
校
へ
）

　転

　入

校
　
長
　
赤
羽
　
利
樹

　
　
　（
塩
尻
西
小
学
校
よ
り
）

教
　
頭
　
齊
藤
　
芳
樹

　
　
　
　（
千
代
小
学
校
よ
り
）

　
　役
場
関
係

●
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
総
務
係
長
兼
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
児
童
館
長

　
　
　
　
　
坂
爪
　
浩
之

　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

主
　
幹
　
　
寺
島
　
美
智
子

　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

●
総
務
課

総
務
係
長
兼
会
計
係
長

　
　
　
　
　
平
林
　
邦
寿
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
）

村
づ
く
り
推
進
室
長

　
　
　
　
　
藤
澤
　
友
宏

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
）

主
　
事
　
　
田
中
　
翔
太

　
　
　
　
　
　
　（
振
興
課
）

●
住
民
課

住
民
課
長
　
中
山
　
茂
也

　
　
　
　
　
　
　
　（
振
興
課
）

主
　
事
　
　
亀
田
　
か
が
り

（
長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
）

教
　
諭
　
清
野
　
寛
代

　
　
　
　（
島
内
小
学
校
よ
り
）

教
　
諭
　
舟
越
　
暁

　
　
　（
穂
高
東
中
学
校
よ
り
）

教
　
諭
　
塩
原
　
渉

　
　
　
　
　
　
　（
新
規
採
用
）

講
　
師
　
菅
沼
　
佳
良

　（
松
本
大
学
教
育
学
部
よ
り
）

栄
　
養
　
宮
川
　
梓

　
　
　（
鬼
無
里
小
学
校
よ
り
）

事
　
務
　
横
沢
　
祥
吾

　
　
　
　（
明
南
小
学
校
よ
り
）

●
中
学
校

　転

　出

教
　
諭
　
中
山
　
敦

　
　
　
　
　
　（
県
立
歴
史
館
）

教
　
諭
　
宮
嵜
　
進
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
退
職
）

教
　
諭
　
川
舩
　
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
退
任
）

　転

　入

教
　
諭
　
前
山
　
夕
貴

      

　（
三
郷
中
学
校
よ
り
）

●
長
野
県
よ
り

村
づ
く
り
推
進
室

●
新
規
採
用

村
づ
く
り
推
進
室

振
興
課

教
育
委
員
会

保
育
園

消
防
団
長

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
六
年
度

村
の
人
事
異
動

主事

加藤 三和子

保育士

矢口 萌叶中山 英也

主事補

水越 哲也
主事補

深澤 友也

主事補

木村 隼人

●
振
興
課

振
興
課
長
　
眞
島
　
弘
光

　
　
　
　
　
　
　
　（
住
民
課
）

●
職
員
派
遣
研
修

長
野
県
松
本
地
域
振
興
局
企
画

振
興
課
　
　
今
溝
　
康
平

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
）

教
　
諭
　
浅
岡
　
真
太

　
　
　（
緑
が
丘
小
学
校
よ
り
）

講
　
師
　
清
沢
　
龍
美

　
　
　
　（
奈
川
中
学
校
よ
り
）
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生
坂
村
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
を
四
月
七
日（
日
）に
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
中
山
英
也
さ
ん

が
新
た
に
団
長
の
任
に
、
そ
の

他
、
副
団
長
を
は
じ
め
班
長
一

名
が
新
し
く
そ
の
任
に
着
き
ま

し
た
。

新
入
団
員
は
、
七
名
が
入
団

し
、
中
山
団
長
よ
り
辞
令
が
手

渡
さ
れ
、
代
表
者
に
よ
る
力
強

い
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
村
民
の
皆
様
に
消

防
団
活
動
に
対
す
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
団
員
の
確
保

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

〈
新
任
役
員
〉

　
団

長
　
中
山
　
英
也

　
副
団
長
　
藤
澤
　
雅
史

〇
班
長

　
第
一
分
団
　
安
藤
　
哲
雄

〈
新
入
団
員
〉

　
第
一
分
団
　
平
林
　
真
一

　
第
二
分
団
　
小
澤
　
寿
志

　
　
　
　
　
　
野
本
　
太
朗

　
第
三
分
団
　
藤
澤
　
幸
治

　
　
　
　
　
　
藤
澤
　
　
保

　
　
　
　
　
　
平
林
　
和
樹

　
本

部
　
木
村
　
隼
人

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

　
　
生
坂
村
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　
生
坂
村
消
防
団
辞
令
交
付
式

●
新
加
入
選
手
紹
介

　
二
〇
二
四
シ
ー
ズ
ン
に
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
へ
新
た
に
加
入
し
た

選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

■
樋
口
大
輝

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｄ
Ｆ

【
生
年
月
日
】二
〇
〇
一
年
九
月

一
〇
日
（
二
二
歳
）

【
身
長
／
体
重
】
一
七
三
㎝
／

七
〇
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
、専
修

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
な

が
ら
特
別
指
定
選
手
と
し
て
プ

レ
ー
。松
本
山
雅
Ｕ
―
一
八
の
出

身
選
手
で
大
学
を
経
由
し
て
の

入
団
は
初
。左
右
の
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
を
中
心
に
、ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な

プ
レ
ー
に
注
目
で
す
！

■
佐
相 

壱
明

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｄ
Ｆ

【
生
年
月
日
】一
九
九
九
年
六
月

一
六
日
（
二
四
歳
）

【
身
長
／
体
重
】
一
七
四
㎝
／

六
七
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
３

の
Ｓ
Ｃ
相
模
原
に
所
属
。
登
録

は
Ｄ
Ｆ
だ
が
、
攻
撃
的
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
も
こ
な
す
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
プ
レ
ー
ヤ
ー
。
運
動
量
と

右
足
の
ク
ロ
ス
を
武
器
に
攻
守

に
お
い
て
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な

プ
レ
ー
に
注
目
で
す
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

☎
八
八-

五
四
九
〇

■
前
田 

陸
王

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｍ
Ｆ

【
生
年
月
日
】二
〇
〇
二
年
三
月

三
一
日
（
二
一
歳
）

【
身
長
／
体
重
】
一
七
七
㎝
／

六
六
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
流
通
経
済
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
新
加
入
。
大
学
時
代
は
な

か
な
か
試
合
に
絡
め
ず
、
四
年

目
に
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を

つ
か
ん
だ
苦
労
人
。
二
列
目
も

器
用
に
こ
な
す
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
選
手
で
、

泥
臭
く
も
質
の
高
い
プ
レ
ー
に

注
目
で
す
！

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ2011 YAMAGA
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児
童
館
放
課
後
子
ど
も
教
室

『
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル 

マ
ラ
ソ

ン
ク
ラ
ブ
』で
は
、三
月
二
一
日

（
木
）に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
開

催
し
ま
し
た
。

例
年
、
児
童
館
か
ら
高
津
屋

の「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ
リ
ッ

ジ
」を
目
指
す
コ
ー
ス
を
ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
に
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、草
尾
に
行
く
村
道
一
級
一

号
線
が
工
事
の
た
め
、
今
年
度

に
限
り
、
距
離
と
高
低
差
は
例

年
と
同
程
度
に
し
て
コ
ー
ス
を

変
更
し
ま
し
た
。
場
所
は
児
童

館
た
ん
ぽ
ぽ
～
【
ぐ
る
ぐ
る
６

周
】
～
原
の
た
ん
ぼ
道
で
す
。

い
く
さ
か
大
好
き
隊
の
応
援

を
受
け
て
、前
半
の
四
五
周
を
走

り
ま
し
た
。一
〇
分
間
休
憩
後
、

全
員
で
記
念
の
写
真
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。そ
し
て
、後
半
の
四

五
周
を
走
り
き
り
ま
し
た
。

最
後
の
表
彰
式
で
は
、
体
育

館
内
で
一
人
一
人
に
完
走
証
と

完
走
メ
ダ
ル
を
渡
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
今
年
度
の
完
走
メ
ダ

ル
は
２
種
類
作
り
ま
し
た
。
ラ

ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
な
の
で
コ
ー
ス

途
中
で
歩
い
て
も
完
走
に
な
り

ま
す
が
、
低
学
年
と
高
学
年
が

一
緒
に
同
じ
コ
ー
ス
を
走
る
の

で
、
高
学
年
対
象
に
九
〇
〇
〇

ｍ
を
歩
か
ず
全
て
走
っ
た
児
童

　
新
た
な
コ
ー
ス
も
決
ま
り
一

安
心
、と
思
い
き
や
、当
日
は
前

日
か
ら
の
降
雪
と
寒
さ
で
雪
が

解
け
る
こ
と
が
無
く
危
険
と
判

断
し
、外
を
走
る
距
離
を「
Ｂ
＆

Ｇ
体
育
館
内
を
走
る
こ
と
」
に

し
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ

リ
ッ
ジ
に
行
く
場
合
は
約
半
分

の
距
離
の
農
村
公
園
で
休
憩
す

る
の
で
、今
回
も
半
分
の
四
五
周

（
四
五
〇
〇
ｍ
）
走
っ
た
時
点
で

一
〇
分
間
の
休
憩
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、一
年
生
か
ら
五
年

生
の
一
〇
名
の
児
童
と
コ
ー
チ

の
三
名
を
加
え
た
一
三
名
で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
内
で
大
会
宣

言
、コ
ー
ス
説
明
、注
意
事
項
の

確
認
を
行
い
、
準
備
体
操
を
行

い
ま
し
た
。 

に
は
〝
歩
か
ず
に
が
ん
ば
っ
て

走
っ
た
ね
！！
と
書
い
た
〟
金
メ

ダ
ル
を
渡
し
ま
し
た
。
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
児
童
は
、
一
年

生
小
池
桂
都
く
ん
、
三
年
生
小

池
栄
都
く
ん
・
福
田
時
和
く
ん
、

四
年
生
中
山
愛
梨
さ
ん
、
五
年

生
木
内
天
晴
く
ん
の
五
人
で
し

た
。
今
年
度
初
め
て
作
っ
た
も

の
で
す
が
、
完
走
を
目
指
す
だ

け
で
な
く
新
た
な
励
み
に
な
っ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、毎
年
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
今
年

も
交
通
誘
導
員
と
し
て
、
い
く

さ
か
大
好
き
隊
と
お
じ
さ
ま
倶

楽
部
の
皆
さ
ん
に
お
声
掛
け
し

て
快
く
応
じ
て
頂
き
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
は
晴

れ
て
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ
リ
ッ

ジ
ま
で
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
　
コ
ー
チ

小
林
　
　
稠

■通常のラン＆ウォークのコース 

■変更後のコース 

・児童館～【ぐるぐる６周】～原の田んぼ 

 

 

 

 

※高低差分を加味し １周１８ｍ×６周＝１０８ｍにしました 

・Ｂ＆Ｇ体育館のコース 

体育館 1 周を１００ｍに設定し、９０周 

ラン 
① 児童館～草尾～農村公園 

7,300ｍ 
② 下ノ田～昭津～草尾～児童館 

ウォーク 
農村公園～グリーンパーク 

ブリッジから下ノ田 
1,500ｍ 

合  計  8,800ｍ 

前半 ４,５00ｍ 

後半 ４,500ｍ 

合  計 ９,０00ｍ 

前半 ４,５00ｍ 

後半 ４,500ｍ 

合  計 ９,０00ｍ 

生坂っ子自慢の生坂っ子自慢の
「グリーンパークブリッジ「グリーンパークブリッジ

ラン＆ウォーク」ラン＆ウォーク」
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一
九
六
六
年
三
月
、
東
京
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
か
ら
大
学
、
そ
し
て

就
職
先
も
東
京
で
し
た
。

　
二
年
前
の
四
月
に
と
あ
る
ご

縁
が
あ
り
、
長
野
県
生
坂
村
の

い
く
さ
か
の
郷
で
駅
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
卒
業
文
集
に
書
い

た
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
か
寿
司
屋
の
大
将
。
当
時
の

私
に
は
、
五
〇
代
で
転
職
し
長

野
県
民
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

未
来
は
想
像
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
で
す
。

　
振
り
返
る
と
数
多
く
の
人
生

の
分
岐
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
健
康
面
で
い
え
ば
、
生
ま
れ

て
す
ぐ
に
肺
炎
に
か
か
り
、
小

学
二
年
の
時
に
心
臓
の
手
術
、

中
学
一
年
の
時
は
腸
閉
塞
で
緊

　
あ
ら
ゆ
る
場
面
の
選
択
に
よ

っ
て
は
、
き
っ
と
人
生
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
し
ま
い
想
像
の
世

界
を
右
往
左
往
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
人
生
は
あ

る
意
味
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
よ
う

で
、
正
解
が
わ
か
ら
な
い
選
択

肢
を
そ
の
時
々
で
判
断
し
て
決

断
す
る
よ
う
な
も
の
。

　
時
代
は
変
わ
っ
て
も
選
択
し

続
け
る
人
生
は
い
つ
の
世
も
同

じ
。
た
だ
し
変
わ
っ
た
こ
と
と

い
え
ば
、
一
五
三
四
年
生
ま
れ

の
織
田
信
長
の
時
代
は
「
人
生

五
〇
年
」。

当
時
か
ら
四
九
〇
年
後
の
現

在
、
病
気
な
ど
に
か
か
ら
な
け

れ
ば「
人
生
百
年
」時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
医
学
の
進
歩
な
の
か
？
摂
取

す
る
食
事
や
栄
養
素
の
違
い
な

の
か
？
こ
れ
も
正
解
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
平
均
寿
命
は
確
実

急
手
術
。
ど
の
手
術
も
運
よ
く

良
い
医
師
に
巡
り
合
い
命
の
危

機
を
脱
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
も
し
あ
の
時
右
で
は
な

く
左
に
曲
が
っ
て
い
た
ら
ど
う

な
っ
た
か
？

　
大
学
の
入
試
で
全
く
分
か
ら

な
か
っ
た
英
語
の
試
験
が
マ
ー

ク
シ
ー
ト
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
は

た
し
て
合
格
で
き
た
の
か
ど
う

か
？

　
就
職
先
の
最
初
の
配
属
が
販

売
促
進
部
で
は
な
く
現
場
勤
務

だ
っ
た
ら
今
の
ス
キ
ル
は
身
に

つ
い
て
い
た
の
か
？

に
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。

　
先
日
生
産
者
の
方
と
会
話
し

た
と
き
に
、
生
坂
村
の
働
き
盛

り
年
齢
は
八
〇
歳
だ
よ
と
の
こ

と
で
、
五
八
歳
の
私
は
ま
だ
ま

だ
若
手
な
の
だ
と
自
覚
し
た
次

第
で
す
（
笑
）

　　
さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
私
に
と
っ

て
大
き
な
変
化
が
起
き
ま
す
。

　
す
で
に
ご
存
じ
か
と
思
い
ま

す
が
、「
い
く
さ
か
の
郷
・
駅
長
」

と
兼
任
で
「
や
ま
な
み
荘
副
所

長
」の
役
割
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　
い
く
さ
か
の
郷
も
や
ま
な
み

荘
も
業
種
と
し
て
く
く
れ
ば

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
す
が
、
実
際

の
中
身
や
性
格
は
似
て
非
な
る

も
の
。

　
前
者
は
「
買
う
場
所
」、
後
者

は
「
過
ご
す
場
所
」
で
、別
の
言

い
方
を
す
れ
ば「
気
づ
き
の
場
」

と
「
憩
い
の
場
」。

　
当
然
で
す
が
、
利
用
す
る
お

客
様
が
求
め
る
モ
ノ
や
コ
ト
が

違
っ
て
き
ま
す
。

　
と
は
い
っ
て
も「
商
売
」で
あ

る
こ
と
に
か
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

　「
商
売
」
は
「
あ
き
な
い
」
と

も
言
い
ま
す
。商
い
は「
飽
き
な

い
」と
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
。飽

き
な
い
商
売
を
お
客
様
は
面
白

い
と
感
じ
る
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来

て
く
だ
さ
る
。

　
面
白
い
と
い
う
こ
と
は
、
お

客
様
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る

機
会
を
提
供
で
き
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
笑
顔
が
た
え
な
い
商

売
は
「
笑
売
」
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
い
く
さ
か
の
郷
と
や
ま
な

み
荘
を
よ
り
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
連
携

を
強
化
し
、
最
終
的
に
は
生
坂

村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

に
働
く
皆
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
笑
顔
の
絶

え
な
い
運
営
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　「
飽
き
な
い
商
い
」が
で
き
て

い
る
か
は
、
ぜ
ひ
両
店
に
足
を

運
ん
で
お
確
か
め
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

『
人
生
の
分
岐
点
』

『
人
生
の
分
岐
点
』

大
好
き
隊
員
　

大
好
き
隊
員
　
甲
本
甲
本  

太
郎
太
郎
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■
図
書
室
利
用
案
内

◆
開
館
時
間

・
月
曜
～
金
曜
＝
一
〇
時
～
一

八
時

・
土
曜
＝
一
〇
時
～
一
七
時

◆
定
休
日

　
毎
週
日
曜
、祝
祭
日
、第
三
金

曜
日
、年
末
年
始（
一
二
月
二
八

日
～
一
月
四
日
）、特
別
整
理
日

（
年
一
回
、
七
日
以
内
の
休
館

で
、
日
に
ち
は
館
長
が
決
め
ま

す
。）

　
貸
出
点
数
及
び
貸
出
期
限

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
点
数
の

増
加
と
期
限
の
延
長
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
新
年
度
も
継
続
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
県
立
長
野
図
書
館

・
松
本
市
立
図
書
館

で
す
。
提
携
し
て
い
な
い
館
の

所
蔵
す
る
本
で
も
、
場
合
に

よ
っ
て
は
借
り
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
図
書
室
に
な
い
本
も
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
司
書
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。

◆
デ
ジ
と
し
ょ
信
州

　
県
と
市
町
村
で
協
働
で
運
用

し
て
い
る
電
子
図
書
館
「
デ
ジ

と
し
ょ
信
州
」。申
込
は
住
所
の

あ
る
自
治
体
の
図
書
館
・
室
で

受
け
付
け
て
お
り
、
生
坂
村
図

書
室
で
受
付
中
で
す
。
所
定
の

用
紙
を
ご
記
入
の
上
、
カ
ウ
ン

タ
ー
に
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

　
そ
の
他
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
い

つ
か
読
も
う
と
思
っ
て
い
た
本

に
、
ぜ
ひ
出
合
い
に
い
ら
し
て

下
さ
い
。

◆
貸
出
点
数
…
一
人
八
点
ま
で

◆
貸
出
期
限
…
三
週
間
以
内

◆
利
用
申
込

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
職
員
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。初
回
は
、無
料

で
図
書
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
紛
失
さ
れ
た
場
合

の
再
発
行
は
、
一
〇
〇
円
が
必

要
で
す
。）

◆
返
却
方
法

　
返
却
す
る
本
は
、
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
持
ち
下
さ
い
。
図
書

室
が
休
館
し
て
い
る
時
は
、
児

童
館
玄
関
の
左
側
に
、「
時
間
外

返
却
口
」が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。付
録
付
き（
Ｃ
Ｄ
や
型
紙
な

ど
）
の
資
料
は
、
必
ず
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
相そ

う
ご
た
い
し
ゃ
く

互
貸
借

　
図
書
室
に
な
い
本
で
も
、
他

館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
相
互
貸
借
と
い
い
ま
す
）。

　
生
坂
村
図
書
室
が
提
携
し
て

い
る
相
互
貸
借
館
は
、

生
坂
村
に
来
村
さ
れ
る
お
客

様
の
期
待
を
考
え
て
み
る
。

今
年
の
生
坂
村
の
桜
は
？

山
菜
は
何
が
あ
る
か
な
？

四
月
二
七
日
は
、
道
の
駅
い

く
さ
か
の
郷
五
周
年
の
日
だ
か

ら
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
み
。

名
物
の
灰
焼
き
お
や
き
を
食

べ
て
み
た
い
な
。

農
産
物
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？

　
他
に
も
様
々
な
期
待
が
思
い

浮
か
ぶ
け
ど
・
・
・

さ
ら
に
目
前
に
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
迫
っ
て
い
る
。

五
月
二
週
目
頃
か
ら
売
場
に

並
ぶ
ハ
チ
ク
。
今
年
は
ど
ん
な

感
じ
だ
ろ
う
か
。

気
に
な
る
こ
と
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
四
月
後
半
。

お
客
様
の
期
待
に
す
こ
し
で

も
お
応
え
で
き
る
よ
う
に
と
思

い
つ
つ
、
ま
た
も
や
眠
れ
な
い

日
々
が
続
く
駅
長
で
す
。

　
と
は
い
え
、一
日
二
四
時
間
。

す
べ
て
の
人
が
こ
の
条
件
で

過
ご
し
て
い
て
、
時
は
止
ま
る

こ
と
な
く
進
み
続
け
ま
す
。

　
ま
ず
は「
ハ
チ
ク
」の
ピ
ー
ア

ー
ル
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
。

生
坂
村
の
名
産
で
す
か
ら
、旬

の「
ハ
チ
ク
」
を
た
く
さ
ん
の
食

い
し
ん
坊
の
お
客
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
二
〇
二
四
年
度
は
す
で
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
生
坂
村
の
価
値
あ
る
「
宝

物
」や「
宝
者
」の
存
在
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
お
客
様
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な
情

報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

き
ま
し
ょ！

図
書
室
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ともに過ごしたともに過ごした
クラスの仲間へクラスの仲間へ
メッセージメッセージ

◦
み
ん
な
の
お
か
げ
で
中
学
校

生
活
が
た
の
し
か
っ
た
か
ら
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◦
保
育
園
か
ら
一
緒
の
仲
間
も

い
れ
ば
、小
学
校
・
中
学
校
か
ら

一
緒
の
仲
間
も
い
る
け
ど
、
私

に
は
日
数
は
関
係
な
く
て
一
人

一
人
が
心
か
ら
大
切
な
仲
間
で

す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
生
活
を

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
だ

か
ら
、
私
は
こ
の
先
嫌
な
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
挫
折
し
た
り
し

て
も
、
人
生
は
楽
し
い
と
自
信

を
も
っ
て
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
み
ん
な
に
は
感
謝
し
か
な

い
で
す
。み
ん
な
大
好
き
で
す
。

◦
み
ん
な
と
出
会
え
て
私
は
と

て
も
幸
せ
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
未
知
に
進
む
こ
と

に
な
る
け
ど
、
こ
れ
ま
で
の
み

ん
な
と
過
ご
し
た
日
々
は
、
私

に
と
っ
て
と
て
も
大
切
で
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
こ
の

ク
ラ
ス
の
絆
は
強
く
て
最
強
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、い

つ
ま
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
っ
て
、
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

ね
。
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
み
ん
な
に
は
、
感
謝
の
気
持

ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。
み
ん
な
の

こ
と
、
ず
っ
と
大
好
き
で
す
。

◦
僕
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
友
達
に

な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

僕
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と

た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
ず
っ
と
心

に
残
り
続
け
ま
す
。
僕
ら
の
す

べ
て
に
あ
り
が
と
う
。

し
て
き
た
か
ら
、
明
る
い
性
格

に
も
な
れ
た
と
思
う
し
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
つ
ま
っ
た
中
学
校
生
活

を
思
い
返
す
だ
け
で
も
笑
顔
に

な
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
大

好
き
で
す
。

◦
こ
れ
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ず
っ
と

笑
い
が
絶
え
な
い
、
い
つ
も
元

気
い
っ
ぱ
い
で
一
番
の
ク
ラ
ス

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
別
々
の
道
へ
と
歩
ん
で
い
き

ま
す
が
、
出
会
え
た
み
ん
な
は

一
生
の
親
友
で
す
。
大
人
に
な

っ
て
も
ず
っ
と
仲
よ
く
い
て
く

だ
さ
い
。

◦
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
み
ん

な
と
一
緒
だ
か
ら
毎
日
明
る

く
、楽
し
く
、笑
顔
で
過
ご
せ
ま

し
た
。
一
人
一
人
の
個
性
が
強

く
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
別
々
の
道
を

歩
ん
で
い
く
け
ど
、
お
互
い
の

こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

◦
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と

う
。と
も
に
笑
い
合
っ
た
り
、ふ

ざ
け
合
っ
た
り
、
支
え
合
っ
た

り
、
私
の
人
生
の
中
で
毎
日
が

◦
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と

う
！
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
っ
た

け
ど
、
本
当
に
こ
の
ク
ラ
ス
で

過
ご
せ
て
楽
し
か
っ
た
よ
～
！

四
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分

の
未
知
を
歩
み
始
め
る
け
ど
、

お
互
い
頑
張
ろ
う
ね
！
こ
れ
か

ら
は
今
ま
で
以
上
に
壁
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
も
多
く
な
る
と
思
う

け
ど
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
過
ご
し

た
日
々
を
思
い
返
せ
ば
、
頑
張

れ
る
気
が
す
る
！！
本
当
に
あ
り

が
と
う
！
大
好
き
だ
よ
～
！

◆
先
生
か
ら
の
お
言
葉

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。中
学
校
生
活
三
年
間
、そ
し

て
義
務
教
育
九
年
間
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ
の
期
間

で
培
っ
た
人
間
性
、
学
習
の
基

礎
、
社
会
性
は
今
後
の
皆
さ
ん

の
財
産
で
す
。何
よ
り
、こ
の
仲

間
と
の
絆
は
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

苦
楽
を
と
も
に
し
た
仲
間
と
思

い
出
を
胸
に
、
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
突
き
進
ん
で
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

生
坂
中
学
校
三
学
年
担
任

　
　
宮
嵜
　
進
太
郎

中学校だより

3 年生　かしわ祭 2年生　福笑い 1年生　桜の木の下で
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三
月
の
明
科
高
校
か
ら

◎
卒
業
証
書
授
与
式
挙
行

　
三
月
一
日
、第
三
六
回
卒
業
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
前
夜
か
ら
の
大
雪

で
、
公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や

国
道
等
の
通
行
止
め
な
ど
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
影

響
も
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
伴
う
影
響
に
よ

り
、
昨
年
度
ま
で
は
参
加
人
数

を
制
限
し
て
卒
業
生
と
保
護
者

の
み
に
よ
る
卒
業
式
が
続
い
て

い
ま
し
た
。今
年
度
は
、コ
ロ
ナ

ま
し
た
。
式
の
後
の
最
後
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、
担
任
か

ら
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
の
締
め
く
く
り
に
は
、
卒

業
生
全
員
で「
旅
立
ち
の
日
に
」

を
合
唱
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
三
年
間
の
高
校
生
活
で
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
、
悔
し
か
っ
た
こ

と
な
ど
様
々
な
思
い
を
胸
に
歌

声
を
響
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
練
習
時
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
息
の
合
っ
た
演
奏
に

は
、
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
っ
た

参
列
者
も
多
く
い
ま
し
た
。

（
文
責
　
教
頭 

倉
下
直
） 

前 

に
で
き
る
限
り
戻
し
て
卒
業

式
本
来
の
姿
で
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
在
校
生
も
含
め

た
全
校
生
徒
が
一
堂
に
会
す
る

と
と
も
に
、
一
家
庭
当
た
り
で

参
加
い
た
だ
け
る
保
護
者
の
人

数
も
制
限
し
な
い
形
を
と
り
ま

し
た
。ま
た
、日
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
元
の
関
係
の

方
々
七
名
を
来
賓
と
し
て
お
迎

え
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
各
ク
ラ
ス
の
代
表

生
徒
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

生
坂
村
農
産
物
加
工
施
設
の

周
り
を
何
度
も
雪
か
き
し
た
冬

も
過
ぎ
、
過
ご
し
や
す
い
穏
や

か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
か

あ
さ
ん
家
の
花
壇
も
昨
秋
に
植

え
た
花
が
色
鮮
や
か
に
美
し
く

咲
き
お
客
様
を
お
招
き
し
て
い

ま
す
。

私
は
主
に
農
産
物
加
工
施
設

で
加
工
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
働
い

た
り
、
休
憩
時
間
の
何
気
な
い

話
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
毎
日

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
事
が
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
は
か
あ
さ
ん
家
の
塩
こ

う
じ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
世
間
で
も
す
っ
か
り
お

馴
染
み
と
な
っ
て
い
る
醗
酵
食

品
の
塩
こ
う
じ
で
す
。
塩
こ
う

じ
を
肉
や
魚
な
ど
に
漬
け
込
ん

だ
焼
き
物
や
野
菜
に
和
え
た

り
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
し
た
り
、

食
材
の
旨
味
を
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
る
万
能
調
味
料
と
し
て
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
で
使
え
ま
す
。

ま
た
、
消
化
吸
収
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
お
な
か
の
調
子
に

も
よ
い
そ
う
な
の
で
、
私
も
積

極
的
に
摂
取
し
て
い
ま
す
。
し

ょ
う
ゆ
麹
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
是
非
お
料
理
の
調
味
料
と

し
て
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

昨
今
の
原
材
料
の
高
騰
に
よ

り
、
か
あ
さ
ん
家
で
は
四
月
よ

り
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
と
商
品
の
価

格
の
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
心
苦
し
い
限

り
で
す
が
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
生
坂
村
農
産
物
加
工

施
設
で
、
明
る
く
元
気
に
皆
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

かあさん家の塩こうじ

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

今
年
も
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
！

か
あ
さ
ん
家

　
牛 

越

　
雅 

子
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作業内容 単　位 標準金額 説　　　明

耕

耘

作

業

水　田

耕 起

10a

7,080 円
ほ場１枚につき 10 ａ未満 10％割増し
ほ場１枚につき 5 ａ未満 15％割増し

（一貫作業 19,570 円）
荒 代 5,040 円

植 代 7,450 円

畑 耕 耘 7,080 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増

田 植 機 作 業 10a 8,900 円

10a 未満 10％増・5a 未満 15％増
委託者側で手番１名つける
手番無 1,500 円加算  側条施肥 2,000 円増
除草剤散布・苗箱施薬散布各 500 円増

収

穫

作

業

コンバイン

カッター付

作 業

稲

10a

21,530 円
10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増
ワラ結束 2,500 円増

麦 11,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増

大 豆 7,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増

そ ば 7,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増

乾

燥

籾 乾 燥 料

麦 乾 燥
60kg

1,440 円 水分 20％以上 運賃別途

1,200 円 水分 17％以上 20％未満 〃  　

840 円 水分 17％未満 〃  　

播 種
作 業 ロータリーシーダー 10a 9,730 円 委託者側で補助 1 名つける

種子・堆肥は委託者が用意
大 豆
選 粒 選　　 粒　　 機 1kg 15 円 作業人数４人程度で行う

畦　 塗　 機　 作　 業 1 ｍ 　77 円 水田

ブームスプレイヤー（新規） 10a 3,130 円 薬剤代は委託者が用意
委託者側で補助１名つける

※圃場の出入り口・傾斜により作業ができないことがありますので、事前に確認をお願いします。

農業公社では、農作業の受託を行っています。
委託を希望される方は農業公社（☎ 69-3431）までご連絡ください。

令 和 6 年 度 農 作 業 料 金 表

公益財団法人生坂村農業公社【令和 6 年４月１日より適用】

　農作業料金表は安曇野市、安曇野市農業委員会、JA あづみ各地域営農センター、川手地区営農センター
の料金に統一しています。
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県
内
で
は
、毎
年
、農
作
業
中

の
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま

す
。高
齢
者
の
事
故（
特
に
ト
ラ

ク
タ
ー
や
乗
用
型
草
刈
機
に
よ

る
事
故
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
家
族
や
仲
間
同
士
で

声
を
掛
け
合
う
と
と
も
に
、
次

の
点
に
注
意
し
て
安
全
に
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、少
し

で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

作
業
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　事
故
防
止
の
注
意
点

◦
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る

と
き
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

◦
走
行
中
の
転
倒
や
転
落
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。（
直
角
カ
ー

ブ
、
鋭
角
カ
ー
ブ
、
坂
道
走

行
、狭
い
道
幅
、草
む
ら
で
は

ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る
。）

◦
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
後

退
時
に
後
方
を
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る

　
　
　
　事
故
防
止
の
注
意
点

◦
作
業
前
に
障
害
物
や
作
業
の

支
障
に
な
る
枝
な
ど
が
無
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
斜
面
で
作
業
す
る
場
合
は
、

傾
斜
角
や
機
械
の
バ
ラ
ン
ス

に
十
分
注
意
し
、
低
速
で
走

行
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
庁
　
農
政
部
農
村
振
興
課

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
二
四
二

※ 農業機械を積載車により、運搬する場合は別途運搬料500円をいただきます。
　 なお、運搬後、キャンセルにより機械を使用しない場合であっても運搬料500円は徴収いたします。
※ 要免許は、使用にあたって、運転資格が必要となります。

【使用に関して】
機械使用後は、点検を行い、必ず燃料を補充して返却してください。

（補充されてない場合は実費で請求させていただきます。）
故意又は過失により故障した場合、一部又は全部修理代を請求する場合があります。

レンタル農業機械使用料金表

機 械 等 名 称 金　額

1 トラクター 20PS 4,000 円

2 運　搬　車 2,000 円

3 大型ハンマーモア 4,000 円

4 小型乗用モア 3,000 円

5 スピードスプレイヤー
（500･600､ 丸山） 7,000 円

6 管　理　機 1,500 円

7 ワラきりカッター 2,000 円

機 械 等 名 称 金　額

8 グレーンタンク １回 5,000 円

9 刈払機（女子限定） １回 500 円

10 トラクター（女子限定） 3,000 円

11 手押し運搬車 1,000 円

12 ミニバックホー 3,000 円

13 草刈り機（スパイダー） 1,500 円

■１日当り（８Ｈ）　※半日使用の場合は、表記の半額となります。

※要免許

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

五
月
は「
春
の
農
作
業
安
全

運
動
月
間
」で
す
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塩分の過剰摂取による血管を傷める生活習慣が、血管内皮細胞の障害や動脈硬化を引き起こ

し、高血圧の原因となっています。若い時から減塩を行うことが大切ですが、年をとってから

でも、高血圧になってからでも遅すぎることはありません。脳卒中や心疾患の発症を予防する

ために、減塩を心がけましょう。

減塩食は味がいまいちだと思われるかもしれませんが、以下のように工夫次第で美味しく食

べることができます。そして、習慣化すると薄味でも美味しく感じられるようになります。

１， 旬の新鮮な食材を使う

２， レモン、酢などの酸味、香辛料、香味野菜、種実類を上手に使う

３， 減塩の調味料を上手に使う

４， 味噌汁は具をたくさん入れる

今回のおすすめレシピは

人分 栄養価

エネルギー ３５ たんぱく質 ３．１ｇ

脂質 ０．３ｇ 炭水化物 ５．０ｇ 食塩相当量 ０．８ｇ

※一晩おいた方が、

味がなじんで美味しいです

【作り方】

① さきいかは２～３㎝長さに切り、細く裂く。

大根、きゅうり、にんじんは３㎝長さの細

い千切りにする。

② ①の野菜にひとつまみの塩を振り、暫くお

いてから、水洗いしてしっかり水気を絞る。

③ ①のさきいかと②の野菜を酢としょうゆで

和え、暫くおいて味をなじませる。

材料（２人分）

ソフトさきいか １０ｇ

大根 １００ｇ

きゅうり ４０ｇ

にんじん ２０ｇ

塩 ひとつまみ

酢 小さじ４

しょうゆ 小さじ１

さきいかを加えることで、うま
味がアップします。さきいかに
も塩分があるので、調味料は少
なくても美味しいです。

減塩でも美味しいおすすめレシピ

さきいか入り大根サラダ
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変
化
す
る
高
齢
者
の

歯
と
お
口

口
に
食
べ
か
す
が

残
り
や
す
く
な
る

歯
が
す
り
減
る

　
長
年
に
わ
た
る
食
事
な
ど
に

よ
り
、歯
と
歯
・
歯
と
食
べ
物
と

の
接
触
、歯
ぎ
し
り
な
ど
が
原
因

で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

歯
の
表
面
を
覆
う
エ
ナ
メ
ル
質

が
擦
り
切
れ
、
象
牙
質
が
露
出

し
て
き
ま
す
。こ
の
状
態
が
進
む

と
知
覚
過
敏
や
歯
の
神
経（
歯

髄
）に
影
響
が
出
た
り
、む
し
歯

に
も
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

歯
ぐ
き
が
下
が
る

　
歯
ぐ
き
も
加
齢
と
と
も
に
退

縮
し
て
き
ま
す
。
歯
ぐ
き
が
瘦

せ
て
き
て
歯
根
部
が
露
出
す
る

と
、歯
と
歯
の
隙
間
が
広
が
り
、

食
べ
か
す
が
は
さ
ま
っ
た
り
し

て
、
歯
垢
や
汚
れ
が
た
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、

歯
磨
き
が
難
し
く
な
っ
て
、
磨

き
残
し
が
多
く
な
る
と
、
さ
ら

に
歯
石
も
つ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。こ
の
影
響
で
、む
し
歯
の
発

　
四
月
に
入
り
各
ご
家
庭
で
は
、

ご
入
学
、ご
進
学
、ご
就
職
な
ど
、

う
れ
し
い
出
来
事
が
お
あ
り

だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
や
ま
な
み
荘
で
は
、期
間
限
定

で
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
と

し
て
五
五
〇
〇
円
の
会
席
料
理

代
金
の
中
か
ら
二
七
五
円
を
義

援
金
と
し
て
お
預
か
り
し
て
被

災
地
に
送
る
宴
会
プ
ラ
ン
を
三

月
・
四
月
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ご
予
約
い
た
だ
き
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。さ
ら
に
プ
ラ
ス

四
五
〇
〇
円
で
泊
ま
れ
る
ぽ
っ

き
り
宿
泊
プ
ラ
ン
も
多
く
の
方

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
魅
力
の
あ
る
プ
ラ
ン
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
食
堂
の「
春
の
パ
ス
タ
フ
ェ
ア
」

で
は
、人
気
の
ト
マ
ト
、ク
リ
ー

ム
、和
風
の
三
種
の
ソ
ー
ス
で
ど

れ
も
た
く
さ
ん
ご
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
食
堂
フ
ェ
ア
に
つ
き
ま
し
て

も
、定
番
商
品
、人
気
企
画
、新

商
品
と
織
り
交
ぜ
て
い
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
暖
か
い
日
差
し
と
と
も
に

色
々
な
催
し
、体
験
が
目
白
押
し

で
す
。ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

そ
ば
打
ち
体
験
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は
焼
き
台
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が

早
い
者
勝
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な

ど
、遊
び
終
え
た
後
は
や
ま
な
み

荘
で
ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く

だ
さ
い
。

　
皆
様
、ご
友
人
や
ご
家
族
で
や

ま
な
み
荘
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

生
や
歯
周
病
の
発
症
率
が
高
ま

り
、
進
行
す
る
こ
と
に
。

 

く
さ
び
状
に
す
り
減
る

　
歯
ぎ
し
り
や
噛
み
合
わ
せ
の

強
さ
な
ど
が
原
因
で
、
歯
の
エ

ナ
メ
ル
質
と
セ
メ
ン
ト
質
の
境

目
付
近
が
侵
さ
れ
て
、
根
の
一

部
が
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
欠
損
し

て
、
く
さ
び
状
に
え
ぐ
れ
て
き

ま
す
（
く
さ
び
状
欠
損
）。

　
く
さ
び
状
欠
損
が
生
じ
る

と
、
知
覚
過
敏
を
引
き
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、欠
損

　
歯
ぐ
き
の
退
縮
や
歯
周
病
な

ど
が
原
因
で
生
じ
た
歯
の
隙
間

に
は
、
食
べ
か
す
や
歯
垢
が
溜

ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
口
腔
を
構
成
す
る
筋
肉
や

舌
の
動
き
で
あ
る
、咀
嚼
、飲
み

込
み
、
唾
液
分
泌
の
能
力
が
低

下
し
て
く
る
こ
と
で
、
お
口
の

中
に
食
べ
か
す
が
残
り
、
口
腔

環
境
が
悪
化
し
て
、む
し
歯
、歯

周
病
、
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
一
層

高
ま
り
ま
す
。

　
若
い
時
と
は
違
う
お
口
の
特

徴
を
踏
ま
え
た
歯
と
お
口
の
ケ

ア
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
生
坂
村
歯
科
診
療
所

が
拡
大
す
る
と
、む
し
歯
に
な
っ

た
り
、歯
が
折
れ
た
り
し
ま
す
。
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歩
こ
う
部
、
一
月
か
ら
三
月

の
活
動
報
告
で
す
。

　
一
月
九
日
は
、
北
ア
ル
プ
ス

展
望
と
犀
川
コ
ー
ス
で
し
た
。

年
末
年
始
で
運
動
不
足
の
方
が

多
か
っ
た
の
で
、
小
立
野
地
区

の
山
沿
い
か
ら
川
の
土
手
沿
い

の
、長
い
距
離
を
歩
き
ま
し
た
。

　
一
月
二
四
日
は
、
お
楽
し
み

講
座
で
、
新
聞
を
使
っ
た
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
足そ

く
し趾

を
使
っ
て
新
聞
を
小

さ
く
丸
め
る
動
作
は
と
て
も
難

し
く
苦
戦
し
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

 
　
三
月
二
一
日
は
、
お
楽
し
み

講
座
を
行
い
、
タ
オ
ル
を
使
っ

た
運
動
や
、
風
船
を
蹴
っ
て
的

に
入
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
令
和
五
年
度
の
歩
こ

う
部
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
も
楽
し
み
な

が
ら
健
康
維
持
・
向
上
で
き
る

部
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

ま
と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
二
月
六
日
は
、
降
雪
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
二
一
日
は
、
お
楽
し
み

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
踏
み
台

使
っ
た
運
動
に
挑
戦
し
、
腕
を

挙
上
し
た
り
、
数
を
数
え
た
り

し
な
が
ら
、
昇
降
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
踏
み
台
は
一
〇
セ
ン

チ
程
度
で
し
た
が
、
想
像
以
上

に
運
動
強
度
が
あ
り
、
汗
を
か

き
な
が
ら
取
組
み
ま
し
た
。

　
三
月
五
日
は
、
メ
タ
ボ
解
消

コ
ー
ス（
下
生
野
～
日
岐
）の
予

定
で
し
た
が
、
急
な
降
雨
に
よ

り
、
お
楽
し
み
講
座
を
行
い
ま

し
た
。
室
内
全
体
に
か
る
た
を

広
げ
、ぐ
る
ぐ
る
歩
き
な
が
ら
、

夢
中
で
か
る
た
を
探
し
ま
し

た
。

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
五
月
　
一
八
日
（
土
）

　
　
　
　
二
五
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
一
五
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
二
階
会
議
室

※
今
年
度
初
回
の
一
八
日
は

「
開
講
式
」
を
開
催
し
ま
す
。

★
お
知
ら
せ

　
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
「
陶

芸
教
室
」
は
今
年
度
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
ご
参
加
を
予
定
さ

れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
令
和
七

年
度
に
再
開
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
の
納
期
限
は
五
月
三
一
日

（
金
）
で
す
。
納
期
限
ま
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
税
通
知
書
発
送
日

　
令
和
六
年
四
月
二
六
日（
金
）

■
納
期
限

　
令
和
六
年
五
月
三
一
日（
金
）

■
納
付
方
法

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ペ
イ

ジ
ー
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
、

県
税
事
務
所
の
窓
口

　
詳
細
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（「
長
野
県
　
納
付
方
法
」
で
検

索
）

■
お
問
い
合
わ
せ

県
庁
　
総
務
部
税
務
課

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
〇
五
一

中
信
県
税
事
務
所

☎
四
〇-

一
九
〇
五

歩
こ
う
部
活
動
報
告

歩
こ
う
部
活
動
報
告

五
月

公
民
館
教
室
・
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
関
連
イ
ベ
ン
ト

自
動
車
税
種
別
割
は

自
動
車
税
種
別
割
は

五
月
三
一
日
ま
で
に

五
月
三
一
日
ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
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建
物
火
災
で
多
い
の
が
住
宅

や
共
同
住
宅
か
ら
の
住
宅
火
災

で
す
。

住
宅
火
災
で
は
死
者
、
負
傷

者
が
発
生
し
や
す
く
、
大
切
な

財
産
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
防
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
に
大
き
な
火
災
で

も
、
必
ず
小
さ
な
火
や
不
注
意

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
ん
な
建
物
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
と
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
作
動
確
認
方

法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火  

の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

 

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

◦
六
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等 
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機

  

器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、
十
年
を

◆
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　一
〇
の
ポ
イ
ン
ト

　～
四
つ
の
習
慣

　
　
　
　
　
　六
つ
の
対
策
～

◦
四
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

 

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え 

や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

 
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎

品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置

し
、使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、備
え
て

お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、電
池
の
寿
命

は
大
丈
夫
で
す
か
。警
報
器
に
ホ

コ
リ
等
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災

を
感
知
す
る
た
め
に
常
に
作
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
寿
命
は
約

十
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

警
報
器
に
ホ
コ
リ
等
が
付
く
と

火
災
を
感
知
し
づ
ら
く
な
り
、

誤
作
動
の
原
因
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
な
お
、住
宅
火
災
に
お
け
る
被

害
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、住

宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、設
置
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
比
べ
死
者
数
と
損

害
額
は
半
減
、
焼
損
床
面
積
は

約
六
割
減
少
し
た
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
て
、定
期
的
に
点
検
・

清
掃
を
し
て
正
常
に
作
動
す
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
点
検
方
法

　『
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
』、

ま
た
は
、『
ヒ
モ
を
引
い
て
確

認
』
す
る
。

※
警
報
音
が
な
ら
な
い
場
合
は
、

電
池
切
れ
か
故
障
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、電
池
又
は
本
体

の
交
換
が
必
要
で
す
。

　
火
災
の
な
い
安
全
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
説
明
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
明
科
消

防
署（
六
二
―
二
九
九
二
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
六
二-

二
九
九
二

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈住宅防火について〉
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猫はペットとして多くの方に飼われており、私たちにとって身近な動物です。
飼い主は、家族の一員として愛情をもって接するとともに、地域社会のなかで

うまく共生するためにも、最後まで責任をもって飼いましょう。

室内で飼いましょう
交通事故や病気などの危険から守るために、猫は室内で飼いましょう。猫は環境を整えてあげると、室内でも生活でき

ます。また、ふん尿や菜園荒らしなど、周りの人に迷惑をかけないようにすることも飼い主の責務です。
村には「庭にふんをされた」、「道路にいて危ない」など、猫に関する苦情が寄せられています。

避妊・去勢手術をしましょう
「健康な猫に手術をするのはかわいそう」と思う方もいるかもしれませんが、猫は年に１～３回出産し、あっという間

に増えてしまいます。繁殖を望まない場合は、避妊去勢手術を行いましょう。手術をすることで、病気予防にもつながり
ます。

〇 生坂村では犬猫の避妊去勢手術費用の一部を補助していますのでご活用ください。
・避妊手術 5,000円 ・去勢手術 3,000円 （どちらも一頭につき）

身元表示をしましょう
飼い猫だと分かるように、所有者を明示しましょう。開いたドアや窓の隙間から脱走したり、突然の災害で行方不明に

なることも考えられます。名前や連絡先を書いた迷子札を首輪などにつけることで、飼い主の元に戻ることができます。

最後まで責任をもって飼いましょう
一生涯飼い続けるのは飼い主の責任です。最後まで愛情をもって飼いましょう。
愛護動物を遺棄するのは法律違反で１００万円以下の罰金が科せられ重く罰せられます。

【問い合わせ先】 生坂村役場 住民課 生活環境係 ☎ ６９－３１１３

地域の猫の困りごとを減らすため、ご協力ください！

猫に餌を与える場合は次のことを守ってください。
１、置 き 餌 を し な い 置き餌をすると、よその猫・カラスが集まるだけでなく、

ゴキブリやハエが発生するなどの問題が生じます。
餌をあげ終えたら必ず片付けてください。

２、トイレを用意する 自身の敷地外で猫が排泄するとトラブルの原因になります。
市販の猫トイレや、土を入れたプランターなどを用意しましょう。

３、避妊去勢手術をする 手術費用に対する補助金は、野良猫に対して手術を受けさせた
場合でも活用できます。

※ 野良猫への餌やり自体は法律で禁止されている行為ではありません。しかしその結果
周辺の生活環境が損なわれた場合、県からの指導・勧告・命令が発令されるのみならず
民事裁判に発展する可能性もある、大変責任の重い行為であるとご理解ください。

猫の飼い方についてのお知らせ
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「
目
標
五
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
災
害

な
ど
の
非
常
時
の
折
、
弱
い
立

場
の
女
性
や
子
ど
も
に
暴
力
の

矛
先
が
向
か
っ
て
し
ま
う
等
の

問
題
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、避
難
所
等
に
女

性
の
リ
ー
ダ
ー
が
少
な
く
、
災

害
対
応
に
女
性
の
視
点
が
入
っ

て
い
な
い
事
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
防
災
に
は
男
女
共
同
参

画
の
視
点
が
不
可
欠
で
す
。

ま
ず
、
身
近
に
あ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
「
こ
れ
っ
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
？
」
と
気
づ
き
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
ど
う
な

の
？
」
と
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
マ
ン

ガ
掲
載
を
始
め
て
、
早
や
三
年

目
に
突
入
で
す
。

近
年
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言

葉
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り

ま
し
が
、
世
界
に
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
多

く
い
ま
す
。
世
界
共
通
の
目
標

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）の
一
七
の
う
ち
、

男女共同参画男女共同参画

みんなで考えよう！
第1回

身近なジェンダー
続

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

　
生
坂
村
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め

ま
し
て
。
長
野
県
庁
よ
り
研
修

派
遣
で
参
り
ま
し
た
、
四
月
か

ら
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
加
藤
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
登
山
が
趣
味
で
、
長
野

県
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、
約
三
年

前
に
県
外
か
ら
移
住
し
て
き
ま

し
た
。
二
年
ほ
ど
長
野
市
に
住

み
、
昨
冬
か
ら
安
曇
野
市
に

引
っ
越
し
、
そ
し
て
四
月
か
ら

生
坂
村
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
生
坂
村
と
聞
い
て
最
初
に
思

い
浮
か
ん
だ
の
は
や
は
り「
ブ
ド

ウ
」。以
前
、道
の
駅
に
ブ
ド
ウ
を

買
い
に
来
た
と
こ
ろ
、
開
店
前

で
も
駐
車
場
は
満
車
、
お
客
様

の
大
行
列
、、、諦
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。今
シ
ー
ズ
ン
は
、生
坂
村

に
い
る
か
ら
こ
そ
、ブ
ド
ウ
を
始

め
た
く
さ
ん
の
旬
の
食
材
を
味

わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

こ
れ

か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、山
菜
で
し
ょ

う
か
？ 
生
坂
村
を
よ
く
知
る
と

い
う
名
目
で
た
く
さ
ん
食
べ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
食
べ
て
大
き
く
な
っ
た
分
は

生
坂
村
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
や
名
所
・
絶
景
コ
ー
ス
を
歩

き
回
っ
て
健
康
を
保
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
京
ケ
倉
か
ら
の
景

色
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
皆
さ
ま
、
ど
こ
か
で
お
会
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ｐ
ｓ
：
わ
が
家
の
推
し
メ
ン
、

こ
ん
げ
つ
の
い
い
顔
の
掲
載
希

望
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

編
集
後
記

編
集
後
記

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

小  

林
　 

榮  

さ
ん （
90
歳 

小
立
野
）
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わが家の推しメン

ロク（７歳・日本猫）（大日向 /牛越 宏通さん）

お
し
ゃ
べ
り

　
　
ダ
イ
ス
キ
に
ゃ
〜

ご
入
園
・
ご
入
学

ご
入
園
・
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
人
違
っ
て
い
き
、
大
き
く
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、三

年
後
の
旅
立
ち
の
時
、
生
坂
中

学
校
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
よ
う
に
、
中
学
校
生

活
を
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
新
入
生
に
向
け
た
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

中
学
校
の
三
年
間
は
、
新
し

い
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
大
切
な

時
期
で
す
。
自
分
の
目
標
を
し

っ
か
り
と
作
り
、
自
ら
進
ん
で

学
習
や
運
動
な
ど
に
取
組
み
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く

確
か
な
力
を
身
に
付
け
て
く
だ

さ
い
。

な
一
年
生
が
、
保
護
者
と
一
緒

に
満
面
の
笑
顔
で
初
登
校
を
し

ま
し
た
。

赤
羽
利
樹
校
長
か
ら
は
、
三

つ
の
お
願
い
と
し
て「
元
気
い
っ

ぱ
い
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
」

「
皆
と
仲
良
く
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
」「
安
全
を
守
り
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
こ
と
」と
新
入
生
に

向
け
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
運
動
会
や
音

楽
会
、
修
学
旅
行
な
ど
楽
し
い

行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

先
生
の
話
を
よ
く
聞
き
、
お
友

達
や
上
級
生
と
仲
良
く
勉
強
し

て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
で
く

だ
さ
い
。

中
学
校
で
は
七
名
の
新
入
生

が
先
輩
方
に
迎
え
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
中
学
校
生
活
に
期

待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
緊

張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
み
ま

し
た
。

小
松
猛
校
長
か
ら
は
、「
こ
れ

か
ら
の
三
年
間
を
ど
う
過
ご
す

か
で
、
皆
さ
ん
の
人
生
は
一
人

穏
や
か
な
春
の
陽
気
の

中
、生
坂
保
育
園
の
入
園
式
、

生
坂
小
学
校
と
生
坂
中
学
校

の
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
四
月
三
日

（
水
）
に
行
わ
れ
、
新
入
園
児

一
二
名
が
新
た
に
加
わ
り
、

全
園
児
五
五
名
が
入
園
し
、

過
去
最
大
の
園
児
数
と
な
り

ま
し
た
。

佐
藤
絞
子
園
長
か
ら
は

「
保
育
園
に
は
カ
ラ
ッ
ト
リ
ン

の
遊
具
も
あ
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
身
体
を
動
か
し
て
遊
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
園
児
た
ち

に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

式
の
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
の
園
児
た
ち
と
保
護
者

の
皆
さ
ま
で
記
念
撮
影
を
し

ま
し
た
。
　

小
学
校
と
中
学
校
の
入
学

式
は
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら

み
始
め
た
四
月
四
日（
木
）に

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
六
名
の
元
気

平林　彩
いろ

花
は

 ちゃん（2歳）
下生野／元気さん・菜津美さん

こんげつの

いい顔

ぷくぷく成長中


